


















































































技術資料 ファブテック腰壁／東リ 防汚消臭腰壁シート／東リ 不燃腰壁シート／ウッドデコ壁紙

東リ 防汚消臭腰壁シート

耐薬品性能

【試験方法】
JIS A 1454 耐汚染性試験に準拠。各種材料の表面に脱脂綿を置いて、その上から任意の薬品を1ｍl滴下する。
時計皿をかぶせて23℃環境下に24時間放置し、水洗・乾燥の後、外観を肉眼で観察する。

【試験方法】

着色、材質、光沢の3つの基準からそれぞれを評価し、各基準の最も低い評価を総合評価とする。

【評価基準】

【試験結果】
ファブテック腰壁 東リ 不燃腰壁シート ウッドデコ東リ 防汚消臭腰壁シート

 消毒用
エタノール
   （80％）

次亜塩素酸
ナトリウム
希釈液
（0.1％）

※評価は目安であり、保証性能ではありません。
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変化なし B わずかに変化する C 変化する
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結果の表示 目視による試験結果の表示

肉限及び顕微鏡下でカビの発育は認められない。

肉眼ではカビの発育が認められないが、
顕微鏡下では確認される。

菌糸の発育が肉眼では認められるが、発育部分
の面積は試料の全面積の25%を超えない。

菌糸の発育が肉眼で認められる。発育部分の
面積は試料の全面積の25%を超える。
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東リ 防汚消臭腰壁シート

2.0以上

2.0以上

2.0以上

大腸菌

黄色ブドウ球菌

MRSA

いやな臭いを抑える消臭機能 抗菌性試験 カビ抵抗性試験

アンモニアの消臭試験

消臭試験専用のビニル袋に試験体を入れて
密封する。悪臭物質を添加して、経過時間後
の残留ガス濃度をガス検知管にて測定する。

防カビ性あり…0あるいは1。肉眼でカビの発育が認められない。

［データの判定目安］
大腸菌、黄色ブドウ球菌、MRSAのそれぞれの抗菌活性値が
2.0以上であれば抗菌性能があることを示します。

JS Z 2911によるカビ抵抗性試験に準拠。
カビ混合胞子懸濁液(アスペルギルス ニゲル、ベニシリウム 
フニクロスム、ペシロミセス バリオッティ、トリコデルマ ビレ
ンス、ケトミウムグロボスム)を噴霧し、29℃、相対湿度90%
以上で4週間培養し、菌糸の発育を最初に肉眼、または必要
に応じて実体顕微鏡で確認する。

JIS Z 2801(抗菌加工製品一抗菌性試験方法・抗菌効果)に
準拠。減菌した試料の上に、1/500普通ブイヨンを含む大腸
菌・黄色ブドウ球菌、MRSAの各菌液を滴下し、減菌した被
覆フィルムをかぶせた後、これらを35土1℃、90%RH以上で
24時間保存後、菌を洗い出し、寒天平板培養法にて生菌数
を測定。抗菌活性値は無加工品で同様の試験を行い、下記
の式に従って算出する。

B：無加工試験片の24時間後の生菌数(個)
C：抗菌加工片の24時間後の生菌数(個)C

B

抗菌
活性値

抗菌活性値= log

【試験方法】
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［評価基準］

表層に練込んだ機能で、
気になる匂いを消臭し
ます。
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